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（1）対象地域 

ヨーロッパ・ロシア内の河川 

 

（2）重要な図表 

 ヨーロッパおよびロシアにおける複数の河川における観測結果より、河川における放射性核種の濃度

変化は、指数関数の組み合わせにより以下の式により表現される。 

 

ここで、 

 θ：scaling factor（集水域の特徴に応じた放射性物質の流出のしやすさを示す指標） 

 D(t)：放射性核種の降下量（Bq/m2） 

 λ：放射性核種の崩壊定数 

 

 式中のθは流域特性により変わってくる。このθと各種パラメータとの相関係数を示したものが、以

下の表である。これより、特に”inland water”（水面の割合）が Sr にも Cs にも大きな影響をもたらす

ことが明らかになった。これをθに適用すれば、以下の図中にあるように、それぞれにおいて次のよう

な式を用いることが推奨される。 
90Sr： θ=0.141(% inland water)+0.55 
137Cs： θ=0.0108(% inland water)+0.063 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

 式中のθ（/m）は scaling factor と呼ばれ、集水域の特徴に応じた放射性物質の流出のしやすさを示す

指標である。左表によれば、砂質土壌の割合が高く、内水面（inland water）の割合が高く、土壌の有

機物含有量が多く、土壌のカリウム含有量が多く、土壌水分量が多い（CTI が高い）集水域ほど、137Cs

が流出しやすいと言える。 

 なお本文献では簡易に水中濃度を予測するためとして、θの値を設定する際に内水面の割合のみを用

いた式を提案している。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 本文献では、流域特性と放射性物質の流出との相関について、モデルを用いた考察がなされている。

放射性物質の沈着量が同程度にもかかわらず、河川水中の濃度が高いところや低いところがあれば、そ

の要因を考察する参考になるだろう。 

 

 


